
第１学年国語科学習指導案  
            日 時 平成１７年９月２日（金）２時間目 
            場 所 衣川村立 衣川中学校 １年A組（男子１４名、女子１７名） 
            指導者 関 川 玲 子 
 
１、単元名   作者の思いをとらえよう（開発教材） 
             作品名 高村光太郎「冬が来た」（詩） 
 
２、単元について 
（１）教材観 
 冬の厳しい寒さは、生き物たちの命を脅かし、人間の生活を困難にさせる。しかし、作者はそ

んな冬の厳しさを求め、自分の力に取り入れようとしている。そして、冬という季節の厳しさを

うたいながらも、詩全体からは、そんな冬への愛着や冬の訪れを喜ぶ気持ちが伝わってくる。 
 彫刻家でもある光太郎は、冬の時期も花巻の高村山荘にこもり、あえて厳しい寒さに身を置き

ながら作品を作った。第二次大戦に賛同する活動をしたことへの償いのための行動であるともい

われており、信念を持ち、自分に対して厳しい生き方を強いる作者の生き方が作品に反映されて

いるといえよう。 
 また、この詩全体が暗喩にもなっており、「冬の厳しさ」は、「人生の厳しさ」ととらえるこ

ともできる。そう考えたとき、「冬よ／僕に来い／僕に来い／僕は冬の力／冬は僕の餌食だ」に

は、辛さや苦しさに立ち向かっていこうという前向きな気持ちや、困難は自分を成長させてくれ

るものだという、人間の力強い生き方を読み取ることができると考える。 
  
（２）生徒観 
 生徒は、小学校で谷川俊太郎「生きる」、まどみちお「夕日が背中をおしてくる」、宮沢賢治

「雨ニモマケズ」、金子みすず、などの詩を学んできている。しかし、日常の読書活動で詩を進

んで読んでいる生徒はほとんどおらず、「詩を読むことに興味があるか」に対して、「とてもあ

る１名」「まあまあ１１名」「あまりない１４名」、「嫌い４名」（３０名中）であった。「と

ても興味がある、まあまあ」と答えた生徒のほとんどが「面白い詩があるから」と答えていた他

「現実ではあり得ないことも表現できてわくわくする」「新しい発見がある」「心が和む、落ち

着く」「悲しいときや寂しいときに読むと勇気づけられる」などがあった。 

 また、「あまりない、嫌い」と答えた生徒からは、「難しい言葉がでてきて意味がわからない」

や「作者の気持ちがよくわからない」などとする回答があった。 
 詩に触れる機会が少なく、また、難しい語句や表現を用いた詩の読み取り方が分からないため、

作者が詩に込めた思いを読み取れず、詩の素晴らしさを実感できない生徒が多いと思われる。 
 
（３）指導観 
 どんな作品にも、作者の伝えたい思いが込められている。読者は、特に意識しなくても伝えた

いことは何かを探りながら読んでいるが、読み取りの技法がないために、作者の思いを読み取れ

ないことも多い。そこで、作者の思いを読み取るための手だてを与え、技法を身につけさせるこ

とで、自分の力で作者の思いを読み取ろうとする態度を養いたい。また、詩を読み取ることで、

人間の生き方や自然、命などを深く見つめた詩の素晴らしさに気づき、自分のものの見方考え方

を広めたり、進んで詩を読んでみようとする気持ちを育てたい。 
 本単元では、「紙風船」（黒田三郎）と「冬が来た」の２編の詩で読み取りの技法を身につけ

ていく。２編とも、詩全体が暗喩となっており、主題が隠されている詩である。中学校１年生に

は、隠された意味を自力で読み取ることは難しいが、主題を読み取るための視点を与え、それを

学習課題とし、グループで学び合う場面を設けることで、目的意識を持ち、主体的に課題を解決

しようという意欲を持って学習に取り組ませたい。 
 
 
 
 
 
 
 



３、単元の指導目標及び評価規準 
（１）学習指導目標 
  作者が伝えたかったことを読み取り、自分のものの見方や考え方を広める。 
 
（２）評価規準 
 「関心・意欲・態度」 
  関心を持って聞こうとしたり積極的に自分の考えを述べようとしている。 
  詩の面白さに関心を持ち、進んで読み取ったり、他の生徒に学んだりして主題に迫ろうとして

 いる。 
 「読むこと」 
  ・表現に即して読み取ったり、他の人の読みに学んだりして、内容を読み取ろうとしている。 

                                       （読―エ） 
  ・作品に現れているものの見方や考え方を理解し、自分のものの見方や考え方を広めようとし

ている。                                （読―オ） 
 
４、単元の指導・評価計画 
（１）「紙風船」を読み、詩の読み取り方を学ぶ。（２時間） 
（２）高村光太郎「冬が来た」を読み取る。（１時間） 

 
５、本時の指導 
（１）本時の指導目標 
  グループでの読み取りや発表を聞く活動を通して、互いの読み取りの良いところに気づき、詩

 の読み取り方を学ぶと共に作者が詩を通して伝えたかったことを読み取る。 
（２）評価基準及び具体の評価規準 

 具体の評価規準  評価規準  評価の場面 
 及び方法  Ａ  Ｂ 

  支援を要する 
   生徒への支援 

 ①他の人の読みか 
 ら学ぼうとしてい 
 る「読むこと」 

 学習プリン  
トへの書き  
込みや学び  
合いの様子  
による。 

 根拠を基に自分  
の考えを述べた  
り、メモをとった

りして、積極的に

学ぼう とし てい

る。 

 真剣な態度で学  
習に参加し、メモ

をとりながら学ぼ

うとしている。 

 机間指導でメモする
 よう指導する。 

 ②作者の伝えたか 
 ったことを読み取 
 っている「読むこ 
 と」 

 学習プリン  
トへの書き  
込みや発表場

面による。 

 根拠を基に、作  
者が伝えたかっ  
たことを学習プ  
リントにまとめ  
ている。 

 作者が伝えたか  
ったことを学習  
プリントにまと  
めている。 

 机間指導で、メモや 
板書したことを基  
に、まとめるよう支  
援する。 

                                                                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（２）展開 
 段階  学習内容  学習活動  指導上の留意点と評価計画 

 

 ○本時の学 
 習課題を確 
 認する 

 ○詩を読む。 
 
 ○前時の学習を振り返 
 り、学習課題を設定する。 

 ●指名読みとする。 
 
 ●「疑問」を解決して、「作者がこの詩で伝 
 えたいこと（主題）」を読み取る学習であっ 
 たことを想起する。 
 ●事前に家庭学習で書き込んである「疑問」 
 を基に、学習課題を設定する。 

 導入 
 １０ 
  分 

  みんながいやがる「冬」を、「僕に来い」と言っているのはなぜか。   展開 
 ３０ 
  分  ○個人での 

 読み取り 
 
 
 
 
 
 
 
 ○学び合い 

 ○学習課題について、現 
 段階で読み取ったことを 
 書く。 
 
 ○一・二連を読み取る。 
 ・連の数を確認する。 
 ・内容上二つに分ける。 
 ・内容を読み取る。 
 
 ○三連についてグループ 
 で話し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ○グループのリーダーが 
 発表する。 
 
 ○発問しながら読み取 
 り、学習課題を解決する。 
 
 
 
 
 ○学習課題について、読 
 み取ったことを書く。 

 ●各自プリントに書くよう指示する。 
 ●期間巡視をし、読み取りの状況を把握して 
 おく。 
 
 ●「頭に浮かんだイメージ」を基に、連ごと 
 に説明させる。 
 ●「作者が伝えたいこと」が後半であること 
 を確認する。 
 
 ●各自プリント（「話し合いメモ」欄）に書 
 くよう指示する。 
 ●話し合った後、各自ノートにまとめるよう 
 指示する。 
 評価① 
 Ａ：根拠を基に自分の考えを述べたり、メモ 
 をとったりして、積極的に学ぼうとしている。 
 Ｂ：真剣な態度で学習に参加し、メモをとり 
 ながら学ぼうとしている。 
 支援：机間指導でメモするよう指導する。 
 
 ●どのグループの読み取りも認める。 
 
 
 ●「餌食」の意味を理解し、厳しさが自分を 
 成長させることや厳しさに負けない前向きな 
 生き方を読み取らせる。 
 ●四連も含めて読み取り、冬が来たことを喜 
 ぶ気持ちを理解する。 
 
 ●各自プリントに書くよう指示する。 
 評価② 
 Ａ：根拠を基に、作者が伝えたかったことを 
 学習プリントにまとめている。 
 Ｂ：作者が伝えたかったことを学習プリント 
 にまとめている。 
 支援：机間指導で、メモや板書したことを基 
 に、まとめるよう支援する。 

 

 終結 
 １０ 
  分 

 ○本時のま 
 とめ 

 ○発表する。 
 
 ○自己評価と詩の感想を 
 記入する。 

 

 ●各自プリントに書くよう指示する。 

 

 




